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今号では、最近行われた教育活動の中で、地域や専門機関の皆様からいただいた「大きな力」につい

てご紹介いたします。本校の教育は、実に多くの方々の専門的な知見と温かなご協力によって成り立

っています。 

専門家から学ぶ「安全」と「健康」 

 この数週間、子どもたちの安全意識を高め、教職員の危機管理能力 

を向上させるための行事が立て続けに行われました。 

交通安全教室（1・2年） 甲斐警察署、韮崎市役所、そしてスクール 

サポーターの白倉様にご指導いただきました。道路の歩き方や横断の 

仕方を、実技を交えて丁寧に教えていただいたことで、低学年の子どもたちの意識が目に見えて変 

わりました。 

自転車教室（4年） 山梨県交通安全協会の皆様によるご指導のもと、4年生が正しい自転車の乗り 

 方を学びました。この教室には、多くの 4年生保護者の皆様にもボランティアとしてご協力いた 

 だきました。見守りの目があることで、子どもたちは緊張感を持って真剣に取り組むことができ 

 ました。 

救急法講習会 峡北消防本部の皆様を講師にお迎えし、万が一の事態 

 に備えた救急処置を学びました。教職員一同、子どもたちの命を 

 守る重みを再確認する貴重な研修となりました。 

新体力テスト測定会 韮崎市スポーツ協会の皆様に多大なご協力をい 

 ただきました。専門的な視点から測定をサポートしていただくこと 

 で、スムーズな実施とともに、子どもたちも自分の体力向上に高い 

 関心を持つことができました。 

 

共に育てる「チーム韮小」 

こうした行事のたびに強く感じるのは、「学校教育は、地域や保護者の皆様の理解と協力という土台

の上に成り立っている」ということです。教職員だけでは届かない専門的な指導や、多くの目で見守る 

             安全確保。これらはすべて、子どもたちの「ワクワクする学び」を支え 

             る欠かせない要素です。快くお力添えをくださる皆様のおかげで、子 

             どもたち、そして私たち教職員も、安全に対する意識や学びの質を一 

             層高めることができています。これからも地域と手を取り合いながら、 

             子どもたちの健やかな成長を見守ってまいります。今後とも、皆様の 

             温かいご支援をよろしくお願い申し上げます。 
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